
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３５５号 

沼校区まちづくり協議会・健康づくり部会 部会長 時枝 誠二 

令和 7年５月１日 

お問い合せは沼市民センターまで ＴＥＬ ４７３－２０２１ 

 

◆健康課題③ 肥満 

北九州市では、肥満傾向の子どもの割合が、全国平均より高い状況にあ

る。また、勤労世代の男性の肥満者の割合も全国平均より高く、増加傾

向。肥満は、がん、循環器病、糖尿病などの生活習慣病につながるもの

であるため規則正しい食生活やバランスの良い適量の食事を心がける

など、食生活の改善を図る取り組みや食環境の整備を進める。 

◆健康課題② 高血圧 

高血圧症は、これまでも発症予防・重症化予防の取り組みを進めてきたが、

脳卒中を発症した人の約８割が高血圧症で、健診を受けていた方は約２割、

高血圧症の方の約半数は、治療を行っていない。健康診査の場も含め自分

の血圧を知り高血圧につながる生活習慣の改善を行い、治療が必要な方が

適切に治療につながるよう取り組みの強化を図る。 

◆健康の第１歩は「健診」から 

自覚症状がないからこそ、毎年チェックが必要です。内臓脂肪の蓄積に着目した「特定健診」をご存じでしょうか。対象年齢は 40～74 歳です。

健診結果から「必要な方へ保健師などによる保健指導を実施することで、糖尿病など生活習慣病の予防を目的としているものです。生活習慣病

は、自覚症状がでるころには重症化し、脳や心臓、腎臓などに影響を及ぼしていることがほとんどです。そのため、ぜひ、毎年健診を受けて身体

の状態をチェックし、健康維持に努めましょう。 

健康に生きる、笑って活きる。 

すべての市民が、健康づくりに取り組み住み慣れた 

北九州市で、笑顔で活き活きと、最後まで自分らしく 

 生きていくことを目指します。 

健康づくりスローガン 
◆第三次北九州市健康づくり推進プラン（令和６年度～令和 11年度） 

 

「第二次北九州市健康づくり推進プラン」に基づき、取り組んできた種々施策

の成果と課題、各種統計データや健康づくり及び食育に関する実態調査など

から明らかになった北九州市の現状をふまえ、主な健康課題を「オーラルヘル

ス」「高血圧」「肥満」とし、強化ターゲットを就労世代として重点的に取り組

み、健康寿命のさらなる延伸及び健康格差の縮小を図っている。 

令和 5年度の沼校区の特定健診受診率は、36.8％（小倉南区 27校区中 15番目） 

前年度からの伸び率は、2.5P向上（小倉南区 27校区中 5番目） 

個別データでは、北九州市、小倉南区の平均より血圧、LDL（悪玉）コレステロールの有所見者が多い傾向

がみられます。また、全国的に腎硬化症が原因で人工透析が必要な人が増えているようで、高血圧や尿蛋

白の人が増えないことが望まれます。動脈硬化予防のため注意していきましょう。 

◆沼校区の皆さん 特定健診は受診されていますか。 （受診率目標：４０％） 

※健康課題① オーラルヘルス（歯と口腔の健康） 

第二次健康づくり推進プランで、歯科・口腔関連の指標は、他分野に

比べて目標達成および改善したものの国や政令指定都市と比較する

と低い水準にあるため、重点課題の一つとして生涯を通じたオーラル

ヘルスの推進を図る。 


